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問上高津貝塚ふるさと歴史の広場（☎826‐7111）

　子ども郷土研究は、調査・研究を通して郷土の歴史や文化について関心を持ち、郷土「つちうら」への理解を深
めることを目的に実施しています。今回は、「論文の部」と、今年度から新たに募集を行った「新聞の部」、それぞ
れで最優秀賞に選ばれた作品を紹介します。（一部省略）
　すべての応募作品を、２月20日（日）まで上高津貝塚ふるさと歴史の広場で展示しています。

優秀賞

論文の部 土浦藩は最先端の教育都市だった⁉
～郁文館と天章堂での教育から～ 土浦一中 ８年 木村美友さん

論文の部 私の住んでいる田村町のレンコン　「今と昔」 土浦五中 ７年 吉田苺香さん

新聞の部 かすみがうら　今と昔をくらべて 都和小 ３年 石川　楓さん

新聞の部 飛行船と土浦市の歴史 土浦五中 ７年 佐藤頼斗さん

優良賞

新聞の部 土浦の三大有名人 神立小 ４年 武藤平汰さん

新聞の部 りんりんロード 神立小 ６年 石川　栞さん

土浦の縄文人は
　　　どのようなくらしをしていたのだろうか

　右籾小　４年　清水春香さん

論文の部

　神立小　６年  渡辺　栞さん

みんなにも知ってほしい！～土浦の歴史～

新聞の部

最優秀賞

土浦第五中学校

学校賞

子ども郷土研究の入賞作品を紹介します 子ども郷土研究の入賞作品を紹介します 子ども郷土研究の入賞作品を紹介します 
第第44回44回第44回
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論文の部　最優秀作品

右籾小　４年　清水春香

　「あ、なんかあるぞ。」　私は、右籾のまりやま新町
に住んでいます。新町公園近くのお墓で、私は１片の
土器片を拾いました。今から３年前のことです。父は、
その土器片が縄文時代のものだと教えてくれました。
私は、家の近くに縄文人が住んでいたのかもしれない
と考えると、なんだかとても不思議な気持ちがしまし
た。このことがきっかけで、私は縄文時代に興味を持
ち、研究テーマとすることにしました。

１ 研究の動機

（１）私が拾った土器は何年前のものか。
（２）新町公園近くの墓地になっている所に、かつて縄
　　文の人達が暮らしていたのか。

（３）土浦市ではどのような縄文時代の遺跡が見つかっ
　　ているのか。

（４）縄文人たちはどのような暮らしをしていたのか。
（５）貝塚からどのようなことが分かるのか。
（６）縄文時代の土浦はどのような自然環境だったのか。

２ 知りたいこと

（１）上高津貝塚ふるさと歴史の広場を訪問し、学芸員
　　の方に、私が見つけた土器を見てもらう。そして、
　　どのような土器なのか教えてもらう。

（２）土浦の遺跡の発掘報告書を読む。
（３）「土浦市遺跡地図」で、私の住んでいる地域の遺跡
　　の分布を把握する。

（４）図書館で縄文時代の本を借り、縄文時代の人々の
　　生活の全体像を把握する。

（５）いせきぴあ茨城の講座「貝塚のひみつをさぐろう」
　　に参加する。

３ 研究の方法

　私が拾った土器片については、上高津貝塚ふるさと
歴史の広場の学芸員である亀井さんに土器片を見ても
らいました。すると、縄文時代中期の土器片だという
ことが分かりました。
　また、新町公園の墓地は、縄文土器片が採集できる
場所として土浦市の遺跡地図に載っていることを教え
てもらいました。
　土浦市遺跡地図を眺めると、私の家の近くには「摩
利山遺跡」や「摩利山貝塚」という名前を確認すること

４ 研究の内容

ができますし、父からは、私の住所のかつての大字名
が「前谷」だったという事を教わりました。これらのこ
とから、かつて私の家の周辺まで海が迫っていて、貝
を採ることができたのかもしれないと思いました。
　これまで調べてきたことをもとに、私が住んでいる
右籾の自然環境を考えてみました。台地より低い低地
には、湧き水が流れていて水を手に入れることができ
たでしょう。もしかしたら、ヤマトシジミのような淡
水と海水が入り混じる汽水に生息する貝がいたのかも
しれません。

　１つ目は、縄文人がどのような場所に集落をつくる
かについてです。それは生きるための食料と水が確保
できる場所であり、かつ安全な場所です。また、ある
夏の夕方、商業施設に買い物に立ち寄ったのですが、
そこから見える夕焼けはとても美しいものでした。縄
文時代の人々も同じような光景を見ていたのかもしれ
ません。この眺望の良さも集落をつくる理由だったの
ではないでしょうか。
　２つ目は、昔の自然環境をどのようにして復元する
のかについてです。貝塚から見つかった貝や魚・動物
の骨で昔の自然環境を復元できることに驚きました。
　今回の研究を通して、私の家の近くには縄文人が住
んでいたことや、その当時の自然環境が分かりました。
今後も、地域にはどのような歴史があったのか、興味
を持って調べていきたいです。

５ 研究を通して考えたことや感じたこと

土浦の縄文人はどのようなくらしをしていたのだろうか

いせきぴあ茨城の
講座で、貝を分類
しました

学芸員の方に話を
聞きました
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みんなにも知ってほしい！～土浦の歴史～
新聞の部　最優秀作品

神立小  ６年  渡辺　栞


